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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2018年９月７日に公表しました2019年７月期第２四半期（累計）業績予想について

下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．2019年７月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正（2018年８月１日～2019年１月31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,400 300 300 200 12円59銭 

今回修正予想（Ｂ） 3,200 150 145 110 6円92銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △200 △150 △155 △90  

増減率（％） △5.9 △50.0 △51.7 △45.0  

（ご参考）前年実績 3,144 194 192 143 8円98銭 

（注）当社は、2018年11月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。上表において、

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 

２．修正の理由 

 2018年９月７日に公表しました2019年７月期業績予想の前提条件は、前期実績を基準として、来場者数・顧客

単価を見積もり、作成しました。期初時点における、当期のウィンターシーズンにおける来場者数については、

1,694千人（前期比101.8％）と見積もっておりました。一方、費用については、前年実績及び直近の状況を織り

込んで見積もりしておりました。 

そのような中、昨年12月から年末にかけて、本州では暖冬の傾向となり、当社グループが運営するスキー場に

おいては、人工降雪機を配備し、小雪対策投資を継続して実施してまいりましたが、気象条件に恵まれず、自然

降雪及び人工降雪による積雪が少なく推移しました。その結果、オープン日が当初予定より遅延し、また、オー

プンしたものの積雪不足により、全てのスキー場において、滑走エリアを十分に確保できなかったことなどの影

響を受けました。そのため、各スキー場の来場者数は、前期をわずかに上回ったスキー場がございましたが、12

月以降における来場者数合計が前期及び計画に対して未達となり、とりわけ顧客単価が高い川場スキー場及びめ
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いほうスキー場での計画に対する来場者未達が影響し、売上高が減少しました結果、営業利益、経常利益、親会

社株主に帰属する当期純利益が減少いたしました。 

 

≪ウィンターシーズン≫ 

スキー場別来場者数 （単位:千人） 

運営スキー場名 

2016年11月 

～2017年１月 

実績 

2017年11月 

～2018年１月 

実績 

2018年11月 

～2019年１月 
対比 

（A／B） 
実績（A） 計画（B） 

HAKUBA VALLEY白馬八方尾根スキー場 157 186 174 185 93.8% 

HAKUBA VALLEY白馬岩岳スノーフィールド 31 49 48 50 96.0% 

HAKUBA VALLEY栂池高原スキー場 116 121 126 120 104.5% 

HAKUBA VALLEY鹿島槍スキー場 43 46 45 45 100.1% 

竜王スキーパーク 91 82 86 86 100.2% 

川場スキー場 72 55 56 68 82.4% 

めいほうスキー場 83 86 79 93 85.2% 

菅平高原スノーリゾート 126 124 121 127 95.8% 

計 723 751 738 777 95.0% 

 

スキー場別オープン状況 

運営スキー場名 2018年７月期 2019年７月期 前期比 

HAKUBA VALLEY白馬八方尾根スキー場 11月21日 12月15日 24日遅い 

HAKUBA VALLEY白馬岩岳スノーフィールド 12月９日 12月21日 12日遅い 

HAKUBA VALLEY栂池高原スキー場 11月25日 12月15日 20日遅い 

HAKUBA VALLEY鹿島槍スキー場 12月10日 12月15日 ５日遅い 

竜王スキーパーク 11月23日 12月２日 ９日遅い 

川場スキー場 11月25日 12月３日 ８日遅い 

めいほうスキー場 12月９日 12月15日 ６日遅い 

菅平高原スノーリゾート 12月２日 12月10日 ８日遅い 

 

また、通期の業績予想につきましては、前月までの来場者実績に加えて、2019年２月以降の直近の各スキー場

の来場者動向を踏まえ、また、グリーンシーズン（2019年４-７月）において、主にHAKUBA VALLEY白馬岩岳マウ

ンテンリゾートでの新施設「HAKUBA MOUNTAIN HARBOR」での来場者数増加（2018年10月開業。2018年10-11月来

場者数31千人（前年同期比25千人増））を検討した結果、業績予想を変更致しません。 

 

(注)上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります 

以上 


